
　８月下旬、息子から私の携帯へ着信があった。嫌
な予感がした。大学へ入ってから、年に１回あるか
ないかの息子からの電話はろくなことがない。
　大学１年のときは、『遊園にいるけど、帰りの電車
賃がない（自宅へ帰省のため）』、大学２年のときは、

『財布を落とした』、３年のときは『携帯を落とした』・・・
その都度、銀行へカード支払の停止、警察からの電
話等対処してきた。
　さて、「今度は何か」と身構えながら、息子へ電話
すると、『ヨココク受かったで』「ヨココクって何の会
社？」『会社じゃないわ、横浜国大だ』「えー、おま
えまた大学行くの？」『大学じゃない、大学院だ』「へ
えー、おまえ大学院行くのか、そうおめでとう！」と
口では言いつつ、内心は「聞いていないぞ、就職じ
ゃないのかよ、あと２年か～」
 『本命のトーコー大の発表はまだだけどね、また連絡
するわ』と言って電話は切れた。
　私は、「トーコー大？そんな大学あるんだ（私は文
系出身）」と思った。
　私はどちらかと言うと放任主義であったため、息
子が大学院へ進学することをこのとき初めて知った。
地元で就活をしていないことはわかっていたが、東
京方面で活動しているものと思っていた。
　それから数週間後、息子から『トーコー大受かっ
たからそっちにするわ』と連絡があった。私は、「自
分の人生だから好きな方へ行けばいいよ」と言った。
しばらくして、私は「トーコー大」とはどんな大学か
調べた。すると、あのノーベル賞を受賞した大隅教
授がいらっしゃる東京工業大学であることかわかり、
息子へ確認の電話をすると『だから東工大って言っ
たじゃん』と怒られてしまった。
　大学院合格後、久しぶりに帰省した息子と大学院
受験に至るまでの経緯等いろいろ会話をした。私の
大学時代は遊んでばかりで、勉強などほとんどしな
い学生生活だったので、自分の息子が大学院受験の
ために勉強をしたことは凄いことだと驚いた。息子は、

『専修に入ってからが自分の学校生活（小学校以降）

では一番勉強をした』と言っていた。そういえば、
大学 1 年の帰省時に『授業でわからないとこがあっ
たので、先生の部屋へ聞きに行った』と息子が言っ
たのを耳にし、「気軽に先生のところへ質問に行ける
環境なんだ」と感心したことを思い出した。私の大
学時代は、先生は雲の上の存在で、気軽に質問に行
ける環境ではなかった。このとき、専修大学は「先
生と学生の距離が近い」とてもよい大学だと思った。
　大学院受験にあたっては、先生方から個別に有意
義なアドバイス、的確な指導をしていただいたことが
とても役に立ったと言っていた。中でも、ネットワー
ク情報学部の田中教授、野村准教授、高野准教授に
はたいへんお力添えいただいたそうで、誌面を借り
て私からも丁重にお礼申し上げます。
　また、素行の悪い息子（２年から頭は金髪）を温
かく見守っていただいた他の先生方ならびに大学職
員の方々にも厚くお礼申し上げます。
　私は、この素晴らしい環境にある専修大学をこれ
からも応援していくつもりです。
追伸
　息子の進学により、１５年間乗ってきたマイカーを
また車検に出すこととしました。

専修大学は「先生と学生の距離が近い」
素晴らしい環境!!
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友達と築地に遊びに行った息子（右）
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　　　　　E-mail　ikuyuuka@acc.senshu-u.ac.jp
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　就活の時期が少しずつ差し迫り、私も含め多くの
３年生は日々、就職活動に向けての準備を進めてい
ると思います。そして、この就職活動の過程を踏み、
無事に内定を受けた方は初めて、社会人としてのス
タートを切ることでしょう。
　そこで私がこれから控える就職活動や内定後の生
活と仕事ぶりなどにおいて心掛けることをお伝えした
いと思います。
　それは、「意識改革」という四字熟語です。
　辞典によれば、考え方や関心、取り組みの姿勢な
どを従来のモノから新しいモノへ入れ替えること、ま
たは読んで字の如く己の意識を改革することだと記
されています。ここでは就職活動中の場合、身嗜み
や言葉遣い、規律、姿勢などの意識を変えることで
あり、内定後社会人としてのスタートを切った後、仕
事の内容が思うように上手くいかない場合に使うこと
が多いでしょう。
　社会人として十分な経験を積んでいる保護者の皆
様方からご覧になると、当たり前のことだと言う方々
が多いと思います。しかし、私達学生にとってはそ
れが当たり前ではない人が多いのが現状です。
　この現状の背景には、何か大きな出来事やきっか

けなどがなければ行動に移せないという「義務的」
な意識改革が大半を占めているのだと思います。
　私がここでお伝えしたい意識改革というのは、「自
発的」な意識改革です。確かに、己自身の振る舞い
や生活、考え方を根本的に変えることは勇気が要り
ます。しかし、今の自分の状況がたとえ良くても悪く
ても、それに満足している、または諦めて過ごしてし
まっている学生が大半ではないのでしょうか。本当
に自分自身をしっかりと分析できているのかどうか。
もしできているのなら、どのように意識を変え、継続
して過ごせるのだろうか。自ら「このままではダメだ」
という意識改革を行うことで、向上心や自らの能力を
更に進化させる糧に繋がるのです。そしてこれらの
意識改革によって起こした行為そのものは就職活動
に限った話ではなく、仕事、能力、コミュニケーショ
ン力、道徳心や向上心、プロ根性など全ての社会人
に求められる能力を養うのではないでしょうか。
　全然今からでも遅くはありません。
　私自身もこれだけ偉そうに書きましたが、今回執筆
させていただきました記事をしっかりと読み返し、己
の心に焼き付けておく必要があると感じております。
　最後まで読んでいただき、ありがとうございました。

学生寄稿 就活を前に思う

意識改革
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